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△ △ △ 　テリピイツア　　　　『
@布巾（ふきん）
麻eリピイツサ　　　　ー
@布巾
TPHnHU
奉行所
@ホリツサ　　『
奉行所
@ポリツサ
苳ﾔ所
@コリツサ
△ ポリツ
@囹固（ろうや）
　ポリツサ　　ー
@官府（ぶぎやうしよ）
麻|リツサ　　ー
@奉行所
麻|リツサ　　ー
@御番所
nOJIHUH兄
手ぬぐい
@ポロテンッサ　　　　『
△ 手拭
@プアト
パラテンッ
@蔽膝（ひさかけ）
　ポロテンツサ　　　　ー
@手拭（てぬぐい）
麻|ロテンツサ　　　　ー
@手拭
nOJIOTeHue
この5語を見ただけでも見出し語およびロシア語片仮名書きの2点で，Rが（Gとはむろんだが）B
に近親性を有すること，RGやHとはやや離れている点が分かるであろう。しかもBの内，和魯語彙
集である〈裏之巻〉に近似するのである。実の処，他の語彙においても同様の近似性がRとBの間に
はみられるが，ここでは紙幅の関係上割愛する。
　今回，次に述べる事柄は十分に調査と検討ができなかったので，想像をまじえた略記にとどめたい。
第1は，磯吉が光太夫とはやや異なった言語感覚を有していたのではないか。すなわち，滞露時年少
であった磯吉は独自の「耳」を備えていた可能性がある。たとえば『魯西亜漂舶聞書』（年紀未詳）
巻之十に再掲された〈漂民御覧之記〉にあらわれるロシア語につき，磯吉はしばしばおのれの意見を
具申していることなどが傍証として存しよう。今後，磯吉のロシア語をよく検討してみなければなら
ない。
　これに続くこととして，磯吉自身の語彙集が存在したのではないかという疑問が生じる。R，正し
くはRの原本は，かかる語彙集の系列下にあるのではないか。これも今後の課題である。一方で，磯
吉帰郷時に聞き書きされたGが，上述のごとくRに密接に関係する事実があるということは，Rは磯
吉所持そのものか，あるいはその転写本ではなかったか，と考えうる。誤写の存在，清濁の異同等か
ら考えあわせると，恐らく後者であろう。磯吉所持本が一方で，木屋某かその周辺の人物に書写され，
他方で，これをもとにGの語彙集部分に採録され，かつ磯吉に実際に尋ねることにより増補され，か
つ部門別に整理されたと筆者は考えるのである。Rの原本は上述のごとく，光太夫等帰朝時直後頃作
成され，その語彙・表記の一部がBに流れ込んだ可能性がある。
　R本体に戻る。Rの数字の表記・ロシア語はGの数量門に掲げるものと同じである。特に〈3・7・
9＞の洋数字の書き方に注意。またRの裏表紙ウにみられるロシア文字は亀山市教育委員会所蔵『漂
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民台覧ノ記』，および鈴鹿市所蔵『松汀木翁艸稿』中〈考案〉に掲げるロシア文字と酷似する。磯吉
の手とは別か。
　なお，『松汀木翁艸稿』は全1冊，墨付30葉半。縦10cm，横17．3cm前後。〈小市後家〉の件を前半
10丁に記し，その末に〈寛政六寅極月」芙蓉館」木翁書〉とある。後半20葉半は首にく考案　芙蓉館
木翁稿〉，末に〈松汀木翁」艸稿」〉とあり朱印2穎を有する。その内容は前半への考察であり，その
態度はGに通じるところがある。木翁なる人物はGにも「書」とあることから，漂民問題には大いに
関心を有していた土地の有識者であったと推量される。ここでは木翁をGとRとの関連において取り
上げたが，『艸稿』自体は寛政6年末に行なわれた小市遺品の下げ渡しとその展示にかかわる著作で
あり，かつ〈考案〉の参考となった資料は『台覧記』であることを断わっておく。
むすびとして
　今回調査・検討した諸資料は，はからずも，光太夫ら帰朝時の寛政4年（1792）直後のものか，あ
るいはそれらに連なるものかであった。高良神社「異國人圖」および函館中央図書館所蔵『欝盈累南
若松村漂民小市將來圖』は寛政6年成立，愛日文庫所蔵『亜魯齊亜通辞日記』は推定寛政7年成立，
鈴鹿市所蔵「大黒屋光太夫・磯吉画幅」は寛政4年「ロシア人根室越冬室内図」に連なる。鈴鹿市所
蔵『魯西亜詞記』も同時期の成立の可能性がある。いずれも小さいながらも『北磋聞略』本文・附図
および周辺資料をさらに補う資料と言えよう。またわが国のロシア語学習・研究史に関心をもってき
た筆者にとり，『魯西亜詞記』が『魯西亜辮語』と何らかの結びつきをもつのではないか，その成立
に磯吉が関与しているのではないか，という感触を得たことは収穫であった。磯吉のロシア語につき，
良く検討してみることが，次の課題として残るであろう。
【謝辞】本稿をなすにあたり，次の諸機関の貴重書を閲覧させていただいた。
　　高良神社，函館市中央図書館，愛日文庫，鈴鹿市および大黒屋光太夫記念館，国立公文書館内閣文庫
　また次の方々のご協力を得ました。
　　青森県五戸町教育委員会・村本恵一郎，五戸町・畑山春雄，柿本孝太郎：愛日教育会・丸山悦治，
　　故中尾堅一郎，前早稲田大学教授・末中哲夫；鈴鹿市文化課・代田美里，芳田厚，前同教育委員
　　会・辻　正，大黒屋光太夫顕彰会・山口俊彦，浜中克巳
　写真および翻刻の掲載はそれぞれの所蔵機関の許可を得て，これを行なった。
　さらに英文レジュメにつきProL　M　Petersenの校閲を得ました。ここに芳名を記し，感謝の意を表
する次第です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）社名・縁起については次を見よ。倉石村史編纂委員会「倉石村史』下巻（平成元年），534ページ～。
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大黒屋光太夫・小市・磯吉に関する資料の研究
2）『北磋聞略』によれば，ロシア人12人を含む一行が松前に到着したのは20日未の刻。一行の歩行図は飛
　　騨屋武川家文書中に伝わるものが有名だが，最近ロンドンで発見された図，鈴鹿市所蔵「漂流人帰国
　　松前堅之図井異国人相彩図」も同種図。（後二者は写真による。原図は筆者未見。）
3）中村喜和〈光太夫が作成したロシア人名簿〉（『大黒屋光太夫　史料集』第3巻），亀井高孝・村山七郎
　　『魯西亜文字集』（吉川弘文館，昭和42年），村山七郎〈加藤肩吾著「魯西亜実記」（魯西亜紀聞）の文
　　献学的研究〉（「順天堂大学体育学部紀要」10号，1967年12月）等を参照。
4）五戸町教育委員会の村本恵一郎氏によると〈大澤富右衛門〉なる人物は戒名の点でも武士というより
　　中市地区での有力者筋であった篤農家らしい。
5）『愛日文庫目録』（大阪市立愛日小学校愛日教育会，昭和61）の25ページ27にその影印あり。
6）『愛日文庫目録』作成者の一人末中哲夫先生談。
7）鈴鹿市「桂川甫周没後200年記念　西洋に知られた日本人～甫周と光太夫」（大黒屋光太夫記念館第5
　　回特別展カタログ），2009年。
8）亀井高孝『葦藍葉の屑籠』（時事通信社，昭和44年），463ページ～。
9）若松尋常高等小学校「郷土誌光太夫篇」（年紀未詳）によれば多くが〈山下昇〉所蔵とあり，光太夫の
　　遺物とみなされていたようであるが，亀井高孝『大黒屋光太夫』では小市の遺品と正す。『あけぼの』
　　12ページに写真掲載。
10）中村喜和訳〈日本来航日誌〉（「大黒屋光太夫史料集』第3巻）による。
11）仲見秀雄く大黒屋光太夫らの帰郷文書〉（「三重の古文化」第58号，三重郷土会，昭和62年）等による。
12）秦憶丸（1764－1808）か。
13）第3節末を見よ。
14）原本は閲覧したが書誌事項等は割愛する。次を参照せよ。山本祐子く「猿猴庵合集　六編』一影印と翻
　　刻一〉，名古屋市博物館「研究紀要」第11巻，昭和63年3月。
15）参考文献11。
16）岩井憲幸く伊勢若松緑芳寺蔵　大黒屋光太夫遺物「箴言」について〉，「窓」第78号，ナウカ，1991年
　　10月。
17）第3節首参照。
18）〈光太夫ら帰郷文書の点数改定について　5月26日　調査員　仲見秀雄〉による。
19）後出の松汀木翁と同一人とみられるが，伝記未詳。土地の有識者にて古老の一人か。代田氏によれば
　　小市追善供養の折唱導役を勤め，磯吉帰郷時は82歳であったという　（「大黒屋光太夫だより」第31号，
　　2009年10月）。
20）天理大学附属図書館所蔵・松平定信旧蔵。異名同一本として古河歴史博物館所蔵・鷹見泉石筆写『魯
　　西亜言語集』，早稲田大学図書館所蔵・勝俣詮吉旧蔵『魯西亜語覚書』の2本がある。
21）辻正氏のこ示教によれば，〈木屋〉の屋号でかつて呼ばれていた家は，現北若松の伊藤家だが，当主は
　　死去され，菩提寺の過去帳は焼滅し，昔の詳細は不明，ただ同家は材木商などを営んだ旧家であった
　　とのことである。
22）岩井憲幸〈鈴鹿市所蔵『魯西亜詞記』翻刻〉「明治大学教養論集」通巻457号，2010年9月，を見よ。
23）今回精査を逸し，今参考文献8の第4巻の表記に従う。
24）参考文献3に従う。
参考文献 ＊注で述べたものは再掲しない。
L亀井高孝編『北磋聞略』，三秀舎，昭和14年再版
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2．亀井高孝『大黒屋光太夫』，吉川弘文館，昭和45年
3．亀井高孝・村山七郎・中村喜和『魯西亜辮語』，近藤出版社，昭和47年
4．大黒屋光太夫顕彰会『あけぼの一大黒屋光太夫写真資料集一』，平成5年
5．鈴鹿市教育委員会「大黒屋光太夫帰国二百周年記念展　展示目録」，平成5年
6．仲見秀雄〈遭難以前の大黒屋光太夫〉，「三重の古文化」第71号，平成6年3月；「光太夫らの帰郷」，
　　大黒屋光太夫顕彰会，平成8年
7．藤田福夫〈大黒屋光太夫配下磯吉の滞露体験記『極珍書』について〉，「椙山女学園大学研究論集」第
　　16号，第2部，昭和60年2月
8．山下恒夫編纂『大黒屋光太夫史料集』第1巻～第4巻，日本評論社，2003年
9．日本ロシア文学会編『日本人とロシア語一ロシア語教育の歴史一』，ナウカ，2000年
10．B．M．　KoHcTaHzTzHoB，　OpocllfiKoKy　cy伽y耳aH（CHLI　o　PoccHH），M，，1961．
11．Z．V．　Uchastkina－J．S．G．　Simmons，　A　History　of　Russian　hand　paper－mills　and　their　watermarks，
　　Hilversum，1962．
12．C．A．　K∬enHKoB，ΦvaJMrpaHM　Ha　6yMare　pyccKoro　npoH3BoncTBa　XV皿一Haqana　XX　BeKa，　M．，
　　1978．
